
─ 267 ─

2014 年度『学校ボランティア通信』

画面ー圃園田明暗圃 llllllllBDDO回 目園田卓骨邑圃.-mo画父母ミ安全校校長弦念・：・校舎を受章ミ若手：似銃器安全校校長若宮若干：えやc・＝・：÷：〉：÷c・＝・＝込：〈我孫：÷：z：ゃc・＝・：ミ÷以 ・l:

ポ弓シティ？通信
～松本中学校～

曹圏・盟盟理軍曹書官三宮苦手.•na1·.. ・ .. ・.・.・・・＂＇・昆

目次：

：生徒が輝く場而をつくるために

英語英文’T科4年
｜村ともよ

；教壇に立つ上〔7大切にすること

：生徒の期解

目現場を知る

_.  .. 叫附申山附~＇＂＇·＂ ＇

生徒が輝く場面をつくるために

英語英文学科4年上村ともよ

私は今年度の10月から松本中学校で英語科のATとして活動させて

いただいています。私がATを始めたのは、残り、｜三年間の大学牛llで
「学校現場にもっと関わることをしたし、」と思ったからです。これ

まで学校現場を見ることが少なかった私は、 「先生は生徒とどのよ

うにかかわったらよいのだろうか？」という漠然とした不安があり

ましたc 現存はATfこ挑戦することで、これらの不安を少しでも解消

し、学校現場ーからさまざまなことを学ぼうとしているところです。

ATを始めてまだ数回ですが、授業と学校行事を通して、あるクラ

スの変化を見ることができました。そのクラスは、普段の授業では

落ち着きがあまりありませんでした。数人の男子が授業に集中でき

ず、教室ですち回っている様子でしたc 私がATfこ人ったときには、

生徒を白分の席にJ?j£らせることから始まりますc はじめは「大変な

クラスだ、これでは授業にならなLリと感じていました。その頃、

学校行事である合唱コンクールが近づいていました。私がし、つも授

業に入っていた担任の先生に、 「授業どはまた違った生徒の一面を

みてほしい、きっと驚くよ」と、合唱練習に誘われました。そのク

ラスの教室に入ると、授業では落ち着きのない生徒たちがみんなの

前に立って指示を出しているところでした。男声パートから「青程

が難しし、」という声が挙がると、男声パートの音声が人ったCDを

かけ、 「女声は男声につられてしまうかもしれないけど、男声の練

宵のために協力して！」と、クラスのために工夫して練習しようと

する姿がみられました。クラスのみんなはその生徒の指示にうなず

いたり、反論することもありましたが、生徒のどの言葉も「～しよ

う！」や「みんなで頑張ろう！ Jという前向きな言葉で溢れていま

したり合唱コンクール本番で、このクラスは二番目の賞である優秀賞

を受賞し、悔しがる生徒もいましたが、 「みんなで頑張ったよねI

ど涙を流し、お互いを認め合う様子が見られました。

私がこのクラスの授業と合唱練習の傑チを見て感じたことは、

「生徒 A人ひとりが輝く場面をつくる大切さIです。布、がもし、授

業でしかこのクラスを見ていなければ、このクラスのことを「落ち

着きのないクラス」とイメージ付けていたかもしれません。授業に

集！いできない生徒のことを「この子はこういう子なのだIと決めつ

けていたかもしれません。しかし、どの生徒も輝くことができる可

能性を持っています。授業以外で生徒一人ひとりがj舌躍できる場面

は多様にありますc それは部活動や学校行事、もしかしたら日ごろ

のささいな生活の中なのかもしれません。先生は生徒のその無限の

可能性を引き出寸ことができます。私はこの体験を通して、生徒の

新たな一面が見られることに楽しさと新鮮さを感じるようになりま

した。松本中学校でATをさせていただける期間はわずかですが、一

日一日を新鮮な気持ちで生徒とかかわっていきたいと思います。
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教壇に立つ上で大切にすること

工学部4年野辺沼龍市

昨年度の10片から松本中学校で数学のア

シスタントティーチャー（以下AT）をしてい

ます。 ATを始めてl年が経ち、来年の4月か

らは学校現場に携わることを希望していま

す。今までは生徒との距離を縮めるととや

先生；万とのコミュニケーションをとること

を目標に取り組んでいました。このl午の経
験と白分の将来を考えた時に、来年私自身

弘教壇に立ち、生徒と関わっていくんだと

思うようになり、またiさった目標を持つよ
うにしましたc それは、 「私自身が教璃に

立つ上で大切にすること」です。現場。〕先

生方が行っている学級経営や授業を見させ

ていただき、それを参考に自分なりの教壇

に立つ上で大切にしたいことを見つけ出そ

うとしていますc

l学年のある学級の先生は、生徒をまとめ

ることがとても上手です。学級活動におい

ても授業においても、参考になるところが

たくさんありますn その先生の見宵いたい

点は、 Jょんな時も楽しそうにやっていらっ
しゃることですc 学校生活の中で特に生徒

たちが日々感じ取るのは、その時々の空気

感や先やが創り出してる雰囲気だと思いま

す。その先生の雰囲気が毎回の授業で生徒

に伝わり、生徒たちを楽しませてい主す。

その授業を見て、教壇に立っときに一番大

切なのは、先生自身がどんな状態で生徒の

がjにいるかということだと思し、ました。教
壇に立つために、どの先生方も準備をして

から立っていらっしゃいます。 「今日はど

んな話を生徒たちにしょうか」 「今日の授

業は三の教材を使ってやってみようjな

ど、先4=.方の準備の取り組みがとても参考
になりました。そして、自分らしさを出す

ことが教壇に立つ！っで大切なことだと感じ

ました。

とれんな仕事でも、色々な価値観を持った人

がし、ます。その中で一緒に仕事をしていく

ためには、やはり足並みをそろえたり、一

定のルーノレに基づいて何かをしたりするこ

とがとても大切になると思います。また、

年上の経験のある先土方の前で自分らしく

居続けるととは難しいととだと思います。

だから、そのようなことを含めて、教壇に

'>'Lつ上で一番大切なのは、どんな時でも自

分が自分らしくいられる状態をつくって臨

めることだと思います。そして、その自分

らしさが生徒に伝わり、生徒から保護者に

伝わり、色々な人に影響を与えていくので

はなし、かと思いました。

一回一回の活動で、担当の先生は「次［fiJ
はこのような視点を持ってみてくださし、」

「あなただったらこのような場合どのよう

に考えますかjなど、次へと繋がる課題を

提示して下さいます。このやりとりが私自

身の中ではとても大きいため、 ATとしての

活動にやりがいを感じます。残り少ない活

動になりますが、授業だけでなく学校行事

にも携わる機会が増えたので、授業外での

先生方の取り組みを見るとともとても良い

経験になりま寸。私の中で、 「教壇に立つ

上で大切にすること」はまだ答えとして出

てはいませんが、自分らしさを出すこと、

生徒の声にヰーを傾けることが大切なのかな

と思っています。今後のATの活動でも先生

方の動きに注目して、教壇に立った時に繋

げていきたいです。
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一人を大切にするため全員を大切にする

自治行政学科3年井上恵理

松本中学校で社会科のアシスタント

ティーチャー（以下 AT）を始めてl年が過

ぎました。現在は、毎週金曜日の午前中に

ATをさせていただいています。 ATを始めて

からずっと社会科の支援をしてきました。

先生方の授業から指導方法を学び、生徒の

学習支援をする中で年一徒左の関わり方を知

りました。また、授業中生徒の前で発表す

る機会を設けていただくこともあり、本物

の生徒を相手に話すという貴重な経験も沢

山させていただきましたの社会科の授業の

他に、文化祭での牛一徒の合唱を見て、いつ

もと違った生徒の傑チを見ることもできま

した。

今までは上記のように社会科の支援をし

ていましたが、最近は不登校生徒の支援も

始めました。ある生徒から「し、じめを受け

たため、今は学校に行っていなしリと聞き

ました。その時とてもショックを受け、在、

は苦しんでいるその牛徒のために何かした

いと思うようになりました。詳しく百古を聞

くと、全く学校に行っていないというわけ

ではなく、保健室登校をしているというこ

とでした。 「一人で勉強していて寂しし、」

と開き、 「ATとして中学校を訪れる日に顔

を見に行くよ」と約束しました。大学の先

生と中学校の先生方のお話し合いの結果、

段業支援ではなく、不登校生徒の特別支援

に携われるようになりました。

特別支援の内脊は、生徒の授業課題への

取り組みをサポート寸ることです。授業に

出ていないため、その遅れを取り戻せるよ

う全教科の学習を進めています。ただ学習

をするだけではなく、雑談をしたり進路の

話をして落ち着ける場所となるようにしよ

うと思っています。

そして、 11月頃からは外国につながる生

徒の特別支援も行うととになりましたc 私

はもどもと火曜日にATをしており、もう

人火曜日にATがいたため、特別支援が必要

な生徒が二人であっても、 対ムで見ると

とができましたっただ、この二人の生徒の
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ことを考えると、一対ーで見ることよりも

ATが支援をできる日にちを増やした方が良

いと言われ、金曜日にATをすることにしま

した。私は最初、 AT 人で二人の生徒を見

ると、今までのように保健室登校をしてい

るとド徒と将来の話や雑談ができなくなり、

落ち着ける場所が作れなくなってしまうの

ではないかと不安になりました。このこと

を学校ボランティアの先牛に相談したとこ

ろ、 「片方の生徒のことだけを考えるとそ

うかもしれないが、二人の生徒それぞれの

ととを考えると、やはりできるだけ多くの

けにちで支援できるとし＼v ¥ Jとゴわれまし
た。

その時、私は本当に一人の生徒のことし

か考えることができていなかったのだと気

づきましたc 教師は誰かを特別扱いするこ

とはできないと知ってはいました。しか

し、直接いじめを受け保健室登校をして寂

しい思いをしていると聞いたことで、その

生徒のことしか見えなくなり、特別扱いを

してしまっていたのですの私にとってその

生徒はとても大切な生徒ですので丁寧に接

していきたいとも思いました。悩んだ末、

今後は特別支援の必要な生徒が二人でも三

人でも全員を大切にしようと改めて心に決

めました。最初に「何か力になりたしリと

思った生徒と同じくらい大切に接していき

たいので、松本中学校の先生方やATと協力

して、生徒の支援をしていきたいです。
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生徒の理解

経営工学科3年神代正太郎

松本中学校で、週に1日ATとして活動し

ています。担当は、主にl年生の数学です。

今年の4月から始めたATの活動にも少しは
慣れ、徐々に周りを見る余俗が出てきまし

た。その巾で後期の活動の目標としている

ことは、 「授業以外の学校牛j,J;にも注目し

て、より様い生徒理解につなげるj です。

後期に入って、体育祭と文化祭にサポー

トとして参加しました。夏休みには、 l年牛

の中からメンバーを募り、数学科の課外活

動として訪れた数学博物館にも引率者とし

て付き添いました。やはり、授業では見る

ことのできない生徒の姿がそこにはあるの

で、違った角度から生徒を見ることができ

ます。例えば体育祭では、 3年生がいつも以

上にリーダーシッブを見せ、 l、2年生を

引っ張ります。その3年生の中には、普段の
授業では比較的おとなしい生徒が、積極的

に前に出ている姿があり、生徒の彦外な一

白の発見となりました。文化祭でも、普段

の授業では居眠りなど、真由目とは青えな

い授業態度の生徒が、 生懸命大きく口を

あけて合唱している姿はとても印象的でし

た。

このような学校行事を通して、今まで見

ることができなかった生徒の一面や、担当

の関係で関わるととが少なかった生徒のと

とを理解するきっかけになりました。行事

以外でも、休み時間、昼休みや、掃除の時

間の様チも見るように心がけてし、ます。で

きるだけATの控室にこもらず、少しでも長

い時間を生徒と共にすることで、日々新し

い生徒のー面の発見につながると思いま

す。このようにして、授業以外の学校生活

を通して知った生徒の姿を、今後の生徒と

の関わりにも活かしていきたいと考えてい

ます。

また、生徒理解を深めるために必要だと

感じていることは、生徒の名前を覚えるこ

とですっぺて徒から私の名前は覚えてもらい

ましたが、まだまだ生徒の名前は把握でき

ていません。一人一人の名前を呼びながら

生徒と会話ができれば、生徒も「名前を覚

えてくれている」という認識を持つことが

できて、生徒との距離も近くなる左思いま

す。コミュニケーションも取りやすくな

り、信頼関係の構築にもつながります。生

徒理解を深める方法のーっとして、名前を

徐々に覚えていくととも今後の課題です。

来年の白月には、松本中学校で教育実習を

行うことが決まっており、今のATの活動は

来年に向けていい経験になっていますc 前

期にl度、授業を行わせていただきました

が、すでに2度目の授業を行わせてもらえる
ととも決まりました。次回行わせていただ

く授業や、来年の実習に繋げるためにも、

現在の生徒理解の目標を心がけて活動して

いきます。数学科の先生方以外でも、担任

を持っている先生方から学級運営について
伺い、授業づくりのアド、パイスもいただき

ながら将来の教育活動を見据えた、よりよ

し、AT活動としていきたいです。

26 



─ 271 ─

2014 年度『学校ボランティア通信』

ボランティア通信～松本中学校～

ト会会会役抗告ーを2やか滋抗告やむジJ長会：.；.~＇｛＇とやおc;;.；.~＇｛＇~ふぬ〉：〈〈伐〈《〈÷〉：後》》ご÷：〈肢と〈機c＇：ベ：4・：．〉：ト：ト》》〉：÷：目

一人で抱え込まない

人間科学科3年落合宏弥

今年度の6月から、松本中学校で保健体育
科のATとして活動させていただいていま

すc ATを始めた埋由を、二つ挙げたいと思

います。

まずーっ目に、私が中学生の頃とは学習

指導要領が変わりました。他にも、スポー

ツ種同のノレールも細かい部分で改正され、

生徒に対する教え方も徐々に変化していま

すc 例えば、バレーボールについてです。

私が中学生の頃はオン・ザ・ボールといっ

てボールを操作寸る Eきの動作を主に練習
していました。アタックやパスのことを言

いますっしかし、現在はオフ・ザ・ボール

といってボールをもっていないときの動き

（守備時の動き方や味方がアタックした

ボールがもしブロックされたときの動き

方）を身につけることが重要視されていま

すc このように、昔と今の違いがどのぐら

いあるか実際に見たいと思ったからです。

一つ目は、現在の子どもたちを見たいと

思ったからです。大学の教職課程の授業な

どで先生方から子どもたちの様子を聞くこ

とが多々ありますの千どもたちが日々成長

しているなどの話を聞いていると、早く実

際に見たいという気持ちが強くなりまし

たc 以上の二つがATを始めた理店です。

ATの最初の日は、どんな雰囲気なのか想

像もつかず緊張していたのを覚えていま

す。生徒と多く関わろうと思い、最初はと

にかく挨拶でコミュニケーションを左りま

した。芦かけが難しく、どうしたらいいか

分からず、困惑してしまいました。前回の

ボランティア演習で、そのことを他のATに

相談したところ、 「とりあえずは接先生に

聞いてみては？」という意見をいただきま

した。実際に質問したところ、 「どんどん

積極的に関わりなJという意見をいただき
すっきりしました。現在は始めた頃と比

べ、自然とコミュニケーションをとれるよ

うになったと思います。

ATとしてしかできない経験があると思い

ます。先生ではないけれど先生と呼ばれる
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微妙な立場だからこそ、より客観的にもな

れ、より個別に対応できます。週一回で、

その t半日という少ない時間ではあります
が、とても濃い時間だと思いますc 先生や

生徒たちから多くのととが学べるよう、こ

れからのATの活動に楽しんで取り組みたい

と思います。
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現場を知る

経済学科3年時盛勇也

10月の終わりから松本中学校でATを始め

ることになりましたc なぜ始めようかと

思ったかというと、来年教育実習が控えて

いるのは七ちろんのこと、将来自分が教員

になった時のために今のうちから教育現場

というものを知って様々なことを経験して

おきたいと思ったからです。実際、教育現

場でも時代が変化したととによって教員の

理想、と現実のギャッブが生まれ教員の離職

率が増えていることも事実です。だからこ

そ、今の生徒の状態や雰凶気を知っておく

必要があると思いましたの

目標は「現状を知って一人ひとりとコ

ミュニケーションを取って、どうすれば生

徒が授業に集中できるか試すj ことですの

この目標を達成するために中学生の現状を

知って自分に何がIJ¥きるか探りたいと考え
ていますc

初めて松本中学校に行ったとき、驚くこ

とがたくさんありました。その時は文化祭

の合唱コンクール前ということで、朝の時

間に合唱の練習がありましたο 教室に行く

と、ほとんどの生徒が合唱の練習を始めて

いないのです。女子生徒はしっかりどパー

ト練習をしていましたが、男子生徒は友達

と話している、遊んでいる、ボードゲーム

をしているといった状態でしたc そのため
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干ょが注意をして「何故練習をしないのかj

と牛一徒に聞いたところ、 「白分はもう覚え

ていて完壁」 「やる気になれなしリという

ような答えが返ってきました。有効な声か

けができず、ただ時間が過ぎてしまいまし

た。後で担任の先生に聞いてみると「今の

中学生は合唱コンクールに一生懸命になれ

ないc 前期は今の状態よりひどかったがだ

いぶ落ち着いた方だ」と仰っていました。

私が中学生の時合唱コンクールと言ったら

クラスで優勝するという想、いがありまし

た。練習も自らリーダーを率先垂範でやっ

てクラスの皆で頑張って優勝するといった

経験をしましたc 今の中学生がとういった

行事に一生懸命になれない、仲間と何かを

達成することの楽しさを味わうことができ

ないことがもったいないと思いました。ど

うせなら中学生のうちにしかできないこと

を精一杯やって欲しいと d思いました。この

経験からこういった生徒たちの意識も変

わって欲しいと思いました。中学生のうち

にしかできないこの経験をみんなで味わっ

てほしいからとそ出てきた想いです。白分

が先生なって担任を持った時、そこにも熱

を注いでいこうと忠いました。

白分の立てた「どうすれば生徒が授業に

集中できるかJという目標を達成するため
に今後も自ら積極的に生徒一人ひとりとコ

ミュニケーションを図り、生徒 人ひとり

をしっかりと見ていきます。
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